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地域に“ないなら創る”：
          ケアの力で未来を編む

⚫ 地域福祉や看護について現場の写真を多く
見させて頂くことができ、実際にどのようなこ
とをしているか理解がしやすかったです。また
利用者のことを第一に考えた関わりは現在
の自分の立場でも最も大切にしていかなけ
ればならないと再認識しました。

⚫ 多世代交流が双方に良い影響をもたらすこ
とを学び、実際の利用者の様子からもその効
果を実感することができた。 現在は臨床経
験がない立場ではあるが、今後は「その人ら
しい暮らしを支える」という視点を常に意識し
ながら学びを深めていきたい。

⚫ 共生の場では、ケアする側・される側が固定
されるのではなく、状況に応じて役割が入れ
替わり、互いに影響し合っている姿が感じら
れて印象的であった。そのうえで、専門職とし
ての役割について考えたとき、専門的な知識
や技術を提供するだけでなく、人と人との関
係をつなぐ場を整え、一方的にケアされる存
在を生まないような環境を作ることが求めら
れることの一つではないかと感じた。

⚫ 食べて話して笑ってという理念が全ての利用
者の方々やスタッフに浸透していることが渡
邊さんご夫婦のこれまでのご尽力の結晶だ
と思うととても感銘をうけました。

⚫ 「人の役割がなくなることは、悲しいことであ
る」という言葉は印象的であり、支援は一方
的に助けをすることだけではなく、その人が
役割を持ち続けられる環境を共につくること
の重要性を改めて認識しました。

参加者から寄せられた感想
参加者14名 （一部抜粋）
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本セミナーでは、「地域に“ないなら創る”」という
講師の渡邉様の実践に裏打ちされたご見解を伺い
ながら、「ケア」を起点とした、だれもが住みやすい
まちづくりの可能性について理解を深める機会と
なりました。とりわけ、医療・保健・福祉サービスの
本質に関する実践的な示唆は、参加者にとって
自身の専門性について再考する契機となり、教育の
立場にある方や、これから現場へと進む方にとって
も、有意義な学びとなりました。
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